
株式会社アイエーエナジー

施工要領書



パワーメーター開閉器 3P3E20A
結線の相順を誤結線に注意

N相・R相・T相

白線に赤or黒テープ巻き

端子キャップ取付

LANケーブル

CAT5e以上を使用

CT接続

CT接続

接地工事は、非常に重要

です。接地が取れていない

と動作不良や充電ができな

いことがあります。



ビス30mm×5φ （SUS製）
カールプラグ使用 4か所止め

PFD管を必ず使用

PFS管はNG
コネクタ大きさに注意

（干渉しないように）

210Ｖ±2％（200Ｖ～220Ｖ） 測定機器で必ず

確認してください

5.5㎟～8.0㎟



取付位置は、必ずお客様立会いで現地

にて

説明し確認してもらってください。

ＰＦ管の支持間隔は80㎝以内で、かつ

配管端部より30㎝以内で固定してください。



精密ドライバー（＋）が必要です。

将来のメンテナンスもありますので

ねじ山をつぶさないように注意してください。



5.5㎟～8.0㎟
Ｌ1・Ｌ2は開閉器と同じ相順

にしてください。

電線被覆は、12mm剥いて

ください。

増締め確認も忘れないように

してください。

アース線は緑色を

使用してください

（3.5㎟相当以上）



[T-20]のトルクスドライバーを、必ず用意

してください。

持参しないと、本体の蓋を開けられませ



ビス40mm×5φ （SUS製）

カールプラグ使用 2か所止め

充電フォルダー取付位置を、お客様に確認して

下さい。

WALL BOX本体にケーブル荷重がかからないよ

う

施工後に、ウエス等でケーブルをきれいに

拭いてお客様へ引渡しをしてください。



ロータリースイッチの設定に、精密ドライバー

（－）が必要です。

＊重要
ロータリースイッチの矢印を

既定の出力の番号に設定して

ください。

3.2ＫＷの場合

4.8ＫＷの場合

8.0ＫＷの場合

6.4ＫＷの場合

2P2E30A
2P2E30A

2P2E40A
2P2E50A

漏電ブレーカの定

4.0ＫＷの場合

2P2E20A



WALL BOX蓋側に終端抵抗のスイッチ

がありますので「Ｔ」に設定してください。

見落としがちですので、注意してくださ

い。



すべての施工が終了したのち、必ずお客様立会いで動作確認

を行ってください。

（動作状況によって、前面のランプ色が変化することも



事前に、取付スペースが確保でき

ているかどうかも確認してください。

（特に住宅用分電盤内）

メインブレーカの一次側に設置。

パワーメーターの接続は2ページを

参照してください。

重要！

クランプを設置する際は、電流方向を示す内部の

矢印に従ってください。





KOTIRASI

*弊社支給材です



渡り線は

青線で7と8を接続

青線とオレンジ線が入れ替わる

ので誤結線に注意して下さい

LANケーブルは、上図と同色を使用してください

また、細くて折れやすいので

接続後に再確認をお願いします



上図のようにLANケーブルを接続してくださ

7 8 9 10

渡り線

オレンジ 緑青

CTクランプを接続







主開閉器や契約容量で

設定してください。





お願い
施工日前までに材料・工具を準備して、

当日不足するものがないように

心掛けてください。

（慌てたり、焦ると単純ミスや施工不良の

原因にもなります）


